
　その他にも、重川社長自身が学生時代、父親の
影響から始めた陸上競技の駅伝出場中に、疲労骨折
から競技生活を断念。そんな思いから平成15年4月
に重川材木店に駅伝チームを創部。新潟県郡市対抗
駅伝競走大会で7回もの優勝を誇る「西蒲チーム」
の再興と全日本実業団駅伝への出場を目指し、創部
からわずか3年の平成18年に見事出場を果たします。
現在はそんな若手選手の為に、西蒲の地権者から
広大な土地を譲り受け、駅伝部のトレーニング走路
として活用。またその敷地内の空スペースはスイカ
畑として活用し、お客様や地域の皆さんへ「スイカ
収穫祭」を開催されているそうです。

　その他にも地域の子供達へ「自然に触れ、木のぬ
くもりや食の大切さ」を伝えるべく、親子を対象と
した「もくもく広場」という自然体験プログラムを
主催。単に住宅建築会社というだけでなく、そんな
家造りから広がる「人づくり」に重きを置きご活躍
されている重川社長のお話は、最後に「夢の実現
プロセス」として「1. 思う  2. 描く  3. 書いてみる 
4. 時間軸  5. 実践」を示され、そこには「戦略×
熱意」が必要である。と締め括られました。
　重川隆廣様有難うございました。

「卓　話」
「家づくり・人づくり」

　　　　　新潟県木材組合連合会
　　　　　　会長　重川隆廣 様
　新潟市西蒲区に本社を置く株式
会社 重川材木店様は大正8年に
創立。
　「自社一貫体制による地産地消
の家づくり」というこだわりの下、
新潟の気候風土に適した住まいの

企画・設計・施工・メンテナンスまでを、すべて自
社で担い、特に数寄屋建築を得意とする和風住宅の
専門家集団であり、現在年間約30棟もの新築物件を
手掛けておられる総合住宅会社です。本日卓話頂い
た重川隆廣様は、そんな重川材木店の代表取締役で
あり、新潟県の県議会議員でもあります。

　お話は「家づくり・人づくり」をテーマに、これ
まで重川材木店様が進んでこられた背景の中で、
特に若手育成に於ける部分を詳しくお話下さいま
した。
　「自社一貫体制による地産地消の家づくり」のた
めに、自社で所有する山で国産の良質な木を育て、
その木を製材するための専用工場を加茂市に建設。
そしてその材木を使って建てる良質な和風住宅は、
腕利きの職人の存在が必要不可欠ということから、
長年苦慮してきた若手の定着率と育成問題にメスを
入れるべく、平成3年に「匠塾」という数寄屋大工
養成所を設立。この「匠塾」はその後平成5年に
職業訓練校として新潟県より認定を受け、現在は
私塾として運営。延べ100名以上の塾生が4年間に
渡るカリキュラムを習得し、社内外問わず一人前の
大工・棟梁として活躍しているとのことです。

第一部 会長挨拶
　　　　　　　　　　西山徳芳 会長 
　改めまして、あけましておめでとう
ございます。
　ロータリークラブはポール・ハリスに
より1905年にシカゴで設立されています。
広畑富雄氏の「ロータリーの心の原点」
によりますと、ハリスは設立後しばらく
したころ、中国への船旅で日本に立ち

寄ったそうです。そして日本のロータリアンから大歓迎を
受けます。その時、多くの質問を受けましたが、「あなたは
なぜロータリーを始めたのですか」という質問に対し、「寂し
かったから」と返したのは有名な話です。
　というのも、彼がシカゴへ出て生活を始めた時に友達が
なく、いわゆる都市砂漠のシカゴに同じ思いをしているもの
がいるに違いない、そういった人たちでクラブを作ったら
素晴らしいのではないかと、考えたものがロータリーの原点
です。
　これから、五十嵐晋三会員から三条クラブの少し前の様子
についての卓話があります。

第二部 親睦会の挨拶
　ロータリーが友情だけの団体であれば大発展はし
なかったでしょう。
　しかし、これほど友情を大切にする団体でなけれ
ば大発展しなかったことでしょう。
　設立当時の基本に戻り、今日は友情をおおいに
育みあいましょう。

ニコニコBOX　
相場弘介さん、　 安達俊明さん、　 五十嵐晋三さん、
五十嵐博宣さん、 石黒良行さん、　 石橋育於さん、
衛藤泰男さん、　 荻根澤隆雄さん、 小越憲泰さん、
落合孝夫さん、　 歸山　肇さん、　 嘉瀬一洋さん、
菊池　渉さん、　 小出子恵出さん、 小林吾郎さん、
佐野勝榮さん、　 重山直明さん、　 杉山幸英さん、
関　義実さん、　 高橋　司さん、　 外山浩玲さん、
中林順一さん、　 中村和彦さん、　 梨本次郎さん、
西山徳芳さん、　 野崎喜一郎さん、 長谷川徹さん、
早川滝徳さん、　 松平隆行さん、　 松永一義さん、
松永隆夫さん、　 丸山鉄兵さん、　 丸山行彦さん、
柳取崇之さん、　 山田富義さん、　 吉井直樹さん、
若槻八十彦さん、 渡部　宏さん、　 渡辺良一さん
　夜例会「RI創立記念例会・新年会」を迎えて

　　　　　　　　2月 1 5日分　￥    39,000
　　　　　　　  　今 年 度 累 計　￥  816,000
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西山徳芳さん、　 野崎喜一郎さん、 長谷川徹さん、
早川滝徳さん、　 松平隆行さん、　 松永一義さん、
松永隆夫さん、　 丸山鉄兵さん、　 丸山行彦さん、
柳取崇之さん、　 山田富義さん、　 吉井直樹さん、
若槻八十彦さん、 渡部　宏さん、　 渡辺良一さん
　夜例会「RI創立記念例会・新年会」を迎えて

　　　　　　　　2月 1 5日分　￥    39,000
　　　　　　　  　今 年 度 累 計　￥  816,000

詩吟披露・若槻八十彦会員 乾杯・歸山 肇直前会長



　その他にも、重川社長自身が学生時代、父親の
影響から始めた陸上競技の駅伝出場中に、疲労骨折
から競技生活を断念。そんな思いから平成15年4月
に重川材木店に駅伝チームを創部。新潟県郡市対抗
駅伝競走大会で7回もの優勝を誇る「西蒲チーム」
の再興と全日本実業団駅伝への出場を目指し、創部
からわずか3年の平成18年に見事出場を果たします。
現在はそんな若手選手の為に、西蒲の地権者から
広大な土地を譲り受け、駅伝部のトレーニング走路
として活用。またその敷地内の空スペースはスイカ
畑として活用し、お客様や地域の皆さんへ「スイカ
収穫祭」を開催されているそうです。

　その他にも地域の子供達へ「自然に触れ、木のぬ
くもりや食の大切さ」を伝えるべく、親子を対象と
した「もくもく広場」という自然体験プログラムを
主催。単に住宅建築会社というだけでなく、そんな
家造りから広がる「人づくり」に重きを置きご活躍
されている重川社長のお話は、最後に「夢の実現
プロセス」として「1. 思う  2. 描く  3. 書いてみる 
4. 時間軸  5. 実践」を示され、そこには「戦略×
熱意」が必要である。と締め括られました。
　重川隆廣様有難うございました。

「卓　話」
「家づくり・人づくり」

　　　　　新潟県木材組合連合会
　　　　　　会長　重川隆廣 様
　新潟市西蒲区に本社を置く株式
会社 重川材木店様は大正8年に
創立。
　「自社一貫体制による地産地消
の家づくり」というこだわりの下、
新潟の気候風土に適した住まいの

企画・設計・施工・メンテナンスまでを、すべて自
社で担い、特に数寄屋建築を得意とする和風住宅の
専門家集団であり、現在年間約30棟もの新築物件を
手掛けておられる総合住宅会社です。本日卓話頂い
た重川隆廣様は、そんな重川材木店の代表取締役で
あり、新潟県の県議会議員でもあります。

　お話は「家づくり・人づくり」をテーマに、これ
まで重川材木店様が進んでこられた背景の中で、
特に若手育成に於ける部分を詳しくお話下さいま
した。
　「自社一貫体制による地産地消の家づくり」のた
めに、自社で所有する山で国産の良質な木を育て、
その木を製材するための専用工場を加茂市に建設。
そしてその材木を使って建てる良質な和風住宅は、
腕利きの職人の存在が必要不可欠ということから、
長年苦慮してきた若手の定着率と育成問題にメスを
入れるべく、平成3年に「匠塾」という数寄屋大工
養成所を設立。この「匠塾」はその後平成5年に
職業訓練校として新潟県より認定を受け、現在は
私塾として運営。延べ100名以上の塾生が4年間に
渡るカリキュラムを習得し、社内外問わず一人前の
大工・棟梁として活躍しているとのことです。

第一部 会長挨拶
　　　　　　　　　　西山徳芳 会長 
　改めまして、あけましておめでとう
ございます。
　ロータリークラブはポール・ハリスに
より1905年にシカゴで設立されています。
広畑富雄氏の「ロータリーの心の原点」
によりますと、ハリスは設立後しばらく
したころ、中国への船旅で日本に立ち

寄ったそうです。そして日本のロータリアンから大歓迎を
受けます。その時、多くの質問を受けましたが、「あなたは
なぜロータリーを始めたのですか」という質問に対し、「寂し
かったから」と返したのは有名な話です。
　というのも、彼がシカゴへ出て生活を始めた時に友達が
なく、いわゆる都市砂漠のシカゴに同じ思いをしているもの
がいるに違いない、そういった人たちでクラブを作ったら
素晴らしいのではないかと、考えたものがロータリーの原点
です。
　これから、五十嵐晋三会員から三条クラブの少し前の様子
についての卓話があります。

第二部 親睦会の挨拶
　ロータリーが友情だけの団体であれば大発展はし
なかったでしょう。
　しかし、これほど友情を大切にする団体でなけれ
ば大発展しなかったことでしょう。
　設立当時の基本に戻り、今日は友情をおおいに
育みあいましょう。

ニコニコBOX　
相場弘介さん、　 安達俊明さん、　 五十嵐晋三さん、
五十嵐博宣さん、 石黒良行さん、　 石橋育於さん、
衛藤泰男さん、　 荻根澤隆雄さん、 小越憲泰さん、
落合孝夫さん、　 歸山　肇さん、　 嘉瀬一洋さん、
菊池　渉さん、　 小出子恵出さん、 小林吾郎さん、
佐野勝榮さん、　 重山直明さん、　 杉山幸英さん、
関　義実さん、　 高橋　司さん、　 外山浩玲さん、
中林順一さん、　 中村和彦さん、　 梨本次郎さん、
西山徳芳さん、　 野崎喜一郎さん、 長谷川徹さん、
早川滝徳さん、　 松平隆行さん、　 松永一義さん、
松永隆夫さん、　 丸山鉄兵さん、　 丸山行彦さん、
柳取崇之さん、　 山田富義さん、　 吉井直樹さん、
若槻八十彦さん、 渡部　宏さん、　 渡辺良一さん
　夜例会「RI創立記念例会・新年会」を迎えて

　　　　　　　　2月 1 5日分　￥    39,000
　　　　　　　  　今 年 度 累 計　￥  816,000
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　その他にも、重川社長自身が学生時代、父親の
影響から始めた陸上競技の駅伝出場中に、疲労骨折
から競技生活を断念。そんな思いから平成15年4月
に重川材木店に駅伝チームを創部。新潟県郡市対抗
駅伝競走大会で7回もの優勝を誇る「西蒲チーム」
の再興と全日本実業団駅伝への出場を目指し、創部
からわずか3年の平成18年に見事出場を果たします。
現在はそんな若手選手の為に、西蒲の地権者から
広大な土地を譲り受け、駅伝部のトレーニング走路
として活用。またその敷地内の空スペースはスイカ
畑として活用し、お客様や地域の皆さんへ「スイカ
収穫祭」を開催されているそうです。

　その他にも地域の子供達へ「自然に触れ、木のぬ
くもりや食の大切さ」を伝えるべく、親子を対象と
した「もくもく広場」という自然体験プログラムを
主催。単に住宅建築会社というだけでなく、そんな
家造りから広がる「人づくり」に重きを置きご活躍
されている重川社長のお話は、最後に「夢の実現
プロセス」として「1. 思う  2. 描く  3. 書いてみる 
4. 時間軸  5. 実践」を示され、そこには「戦略×
熱意」が必要である。と締め括られました。
　重川隆廣様有難うございました。

「卓　話」
「家づくり・人づくり」

　　　　　新潟県木材組合連合会
　　　　　　会長　重川隆廣 様
　新潟市西蒲区に本社を置く株式
会社 重川材木店様は大正8年に
創立。
　「自社一貫体制による地産地消
の家づくり」というこだわりの下、
新潟の気候風土に適した住まいの

企画・設計・施工・メンテナンスまでを、すべて自
社で担い、特に数寄屋建築を得意とする和風住宅の
専門家集団であり、現在年間約30棟もの新築物件を
手掛けておられる総合住宅会社です。本日卓話頂い
た重川隆廣様は、そんな重川材木店の代表取締役で
あり、新潟県の県議会議員でもあります。

　お話は「家づくり・人づくり」をテーマに、これ
まで重川材木店様が進んでこられた背景の中で、
特に若手育成に於ける部分を詳しくお話下さいま
した。
　「自社一貫体制による地産地消の家づくり」のた
めに、自社で所有する山で国産の良質な木を育て、
その木を製材するための専用工場を加茂市に建設。
そしてその材木を使って建てる良質な和風住宅は、
腕利きの職人の存在が必要不可欠ということから、
長年苦慮してきた若手の定着率と育成問題にメスを
入れるべく、平成3年に「匠塾」という数寄屋大工
養成所を設立。この「匠塾」はその後平成5年に
職業訓練校として新潟県より認定を受け、現在は
私塾として運営。延べ100名以上の塾生が4年間に
渡るカリキュラムを習得し、社内外問わず一人前の
大工・棟梁として活躍しているとのことです。

第一部 会長挨拶
　　　　　　　　　　西山徳芳 会長 
　改めまして、あけましておめでとう
ございます。
　ロータリークラブはポール・ハリスに
より1905年にシカゴで設立されています。
広畑富雄氏の「ロータリーの心の原点」
によりますと、ハリスは設立後しばらく
したころ、中国への船旅で日本に立ち

寄ったそうです。そして日本のロータリアンから大歓迎を
受けます。その時、多くの質問を受けましたが、「あなたは
なぜロータリーを始めたのですか」という質問に対し、「寂し
かったから」と返したのは有名な話です。
　というのも、彼がシカゴへ出て生活を始めた時に友達が
なく、いわゆる都市砂漠のシカゴに同じ思いをしているもの
がいるに違いない、そういった人たちでクラブを作ったら
素晴らしいのではないかと、考えたものがロータリーの原点
です。
　これから、五十嵐晋三会員から三条クラブの少し前の様子
についての卓話があります。

第二部 親睦会の挨拶
　ロータリーが友情だけの団体であれば大発展はし
なかったでしょう。
　しかし、これほど友情を大切にする団体でなけれ
ば大発展しなかったことでしょう。
　設立当時の基本に戻り、今日は友情をおおいに
育みあいましょう。

ニコニコBOX　
相場弘介さん、　 安達俊明さん、　 五十嵐晋三さん、
五十嵐博宣さん、 石黒良行さん、　 石橋育於さん、
衛藤泰男さん、　 荻根澤隆雄さん、 小越憲泰さん、
落合孝夫さん、　 歸山　肇さん、　 嘉瀬一洋さん、
菊池　渉さん、　 小出子恵出さん、 小林吾郎さん、
佐野勝榮さん、　 重山直明さん、　 杉山幸英さん、
関　義実さん、　 高橋　司さん、　 外山浩玲さん、
中林順一さん、　 中村和彦さん、　 梨本次郎さん、
西山徳芳さん、　 野崎喜一郎さん、 長谷川徹さん、
早川滝徳さん、　 松平隆行さん、　 松永一義さん、
松永隆夫さん、　 丸山鉄兵さん、　 丸山行彦さん、
柳取崇之さん、　 山田富義さん、　 吉井直樹さん、
若槻八十彦さん、 渡部　宏さん、　 渡辺良一さん
　夜例会「RI創立記念例会・新年会」を迎えて

　　　　　　　　2月 1 5日分　￥    39,000
　　　　　　　  　今 年 度 累 計　￥  816,000

中締め・吉井直樹会長エレクト

カラオケ
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春分の日

　その他にも、重川社長自身が学生時代、父親の
影響から始めた陸上競技の駅伝出場中に、疲労骨折
から競技生活を断念。そんな思いから平成15年4月
に重川材木店に駅伝チームを創部。新潟県郡市対抗
駅伝競走大会で7回もの優勝を誇る「西蒲チーム」
の再興と全日本実業団駅伝への出場を目指し、創部
からわずか3年の平成18年に見事出場を果たします。
現在はそんな若手選手の為に、西蒲の地権者から
広大な土地を譲り受け、駅伝部のトレーニング走路
として活用。またその敷地内の空スペースはスイカ
畑として活用し、お客様や地域の皆さんへ「スイカ
収穫祭」を開催されているそうです。

　その他にも地域の子供達へ「自然に触れ、木のぬ
くもりや食の大切さ」を伝えるべく、親子を対象と
した「もくもく広場」という自然体験プログラムを
主催。単に住宅建築会社というだけでなく、そんな
家造りから広がる「人づくり」に重きを置きご活躍
されている重川社長のお話は、最後に「夢の実現
プロセス」として「1. 思う  2. 描く  3. 書いてみる 
4. 時間軸  5. 実践」を示され、そこには「戦略×
熱意」が必要である。と締め括られました。
　重川隆廣様有難うございました。

「卓　話」
「家づくり・人づくり」

　　　　　新潟県木材組合連合会
　　　　　　会長　重川隆廣 様
　新潟市西蒲区に本社を置く株式
会社 重川材木店様は大正8年に
創立。
　「自社一貫体制による地産地消
の家づくり」というこだわりの下、
新潟の気候風土に適した住まいの

企画・設計・施工・メンテナンスまでを、すべて自
社で担い、特に数寄屋建築を得意とする和風住宅の
専門家集団であり、現在年間約30棟もの新築物件を
手掛けておられる総合住宅会社です。本日卓話頂い
た重川隆廣様は、そんな重川材木店の代表取締役で
あり、新潟県の県議会議員でもあります。

　お話は「家づくり・人づくり」をテーマに、これ
まで重川材木店様が進んでこられた背景の中で、
特に若手育成に於ける部分を詳しくお話下さいま
した。
　「自社一貫体制による地産地消の家づくり」のた
めに、自社で所有する山で国産の良質な木を育て、
その木を製材するための専用工場を加茂市に建設。
そしてその材木を使って建てる良質な和風住宅は、
腕利きの職人の存在が必要不可欠ということから、
長年苦慮してきた若手の定着率と育成問題にメスを
入れるべく、平成3年に「匠塾」という数寄屋大工
養成所を設立。この「匠塾」はその後平成5年に
職業訓練校として新潟県より認定を受け、現在は
私塾として運営。延べ100名以上の塾生が4年間に
渡るカリキュラムを習得し、社内外問わず一人前の
大工・棟梁として活躍しているとのことです。

成人の日

第一部 会長挨拶
　　　　　　　　　　西山徳芳 会長 
　改めまして、あけましておめでとう
ございます。
　ロータリークラブはポール・ハリスに
より1905年にシカゴで設立されています。
広畑富雄氏の「ロータリーの心の原点」
によりますと、ハリスは設立後しばらく
したころ、中国への船旅で日本に立ち

寄ったそうです。そして日本のロータリアンから大歓迎を
受けます。その時、多くの質問を受けましたが、「あなたは
なぜロータリーを始めたのですか」という質問に対し、「寂し
かったから」と返したのは有名な話です。
　というのも、彼がシカゴへ出て生活を始めた時に友達が
なく、いわゆる都市砂漠のシカゴに同じ思いをしているもの
がいるに違いない、そういった人たちでクラブを作ったら
素晴らしいのではないかと、考えたものがロータリーの原点
です。
　これから、五十嵐晋三会員から三条クラブの少し前の様子
についての卓話があります。

第二部 親睦会の挨拶
　ロータリーが友情だけの団体であれば大発展はし
なかったでしょう。
　しかし、これほど友情を大切にする団体でなけれ
ば大発展しなかったことでしょう。
　設立当時の基本に戻り、今日は友情をおおいに
育みあいましょう。

ニコニコBOX　
相場弘介さん、　 安達俊明さん、　 五十嵐晋三さん、
五十嵐博宣さん、 石黒良行さん、　 石橋育於さん、
衛藤泰男さん、　 荻根澤隆雄さん、 小越憲泰さん、
落合孝夫さん、　 歸山　肇さん、　 嘉瀬一洋さん、
菊池　渉さん、　 小出子恵出さん、 小林吾郎さん、
佐野勝榮さん、　 重山直明さん、　 杉山幸英さん、
関　義実さん、　 高橋　司さん、　 外山浩玲さん、
中林順一さん、　 中村和彦さん、　 梨本次郎さん、
西山徳芳さん、　 野崎喜一郎さん、 長谷川徹さん、
早川滝徳さん、　 松平隆行さん、　 松永一義さん、
松永隆夫さん、　 丸山鉄兵さん、　 丸山行彦さん、
柳取崇之さん、　 山田富義さん、　 吉井直樹さん、
若槻八十彦さん、 渡部　宏さん、　 渡辺良一さん
　夜例会「RI創立記念例会・新年会」を迎えて

　　　　　　　　2月 1 5日分　￥    39,000
　　　　　　　  　今 年 度 累 計　￥  816,000

　　次々週例会　 3月15日　　　「PETS報告」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吉井直樹 会長エレクト

　　次 週 例 会　 3 月 8 日　　　「外部卓話」BSN新潟放送
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　放送本部情報センター
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　テレビ制作部　坂井悠紀 様

23
日 月 火 水 木 金 土

◆三条東RC
　「財団セミナー・
　米山セミナー報告」

◆三条南RC
　「第一例会」

◆三条南RC
　「PETS報告」
　　熊倉高志
　　　会長エレクト

◆三条南RC
　休会（祝日の週）
　（記帳できます）

◆三条北RC
　「職場紹介」

◆三条北RC
　「水と衛生月間」
　日本赤十字社
　　新潟県支部
　　　玉木景子 様

◆三条北RC
　休会

◆三条RC
　休会（祝日の週）
　3/20（月）～23（木）
　新竹城中RC
　創立30周年
　記念式典訪問

◆三条RC
　「PETS報告」
　　吉井直樹
　　　会長エレクト

◆三条RC
　「外部卓話」
　BSN新潟放送
　放送本部情報センター
　テレビ制作部
　　　坂井悠紀 様

◆三条北RC
　休会

◆三条南RC
　休会

◆三条RC
　「会員卓話」
　　高橋俊樹 会員

◆三条東RC
　「外部卓話」
　燕三条エラール
　推進委員会 理事長
　　　永桶康子 様

◆三条東RC
　「夜例会」
　（記帳できます）

◆三条東RC
　「PETS報告」
　　外山信良
　　　会長エレクト

◆三条南RC
　「新会員卓話」
　　横山　慎 会員

◆三条北RC
　「PETS報告」
　　森　宏
　　　会長エレクト

◆三条RC
　「外部卓話」
　　プロアスリート
　　　當銘孝仁 様

◆三条東RC
　休会
　（記帳できます）
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※ 近隣RC例会変更のお知らせ！ （記帳できます）　　　　　　　　　　 　　　　　記帳場所
加茂市産業センター　●加茂RC　　　 　　　  3 月16日（木）　夜例会

米山年度
PETS
（三条）

RA
地区大会
（新潟）

社会奉仕
セミナー
（新潟）

三条ロータリークラブ例会日


